


























































 以上の課題をふまえ、第 3章～第 6章の各章では 4つの事例分析をおこない、これを以下のとおり構成す












































 第 7章「コンテクスト史料学の射程」では、1980 年代末以降の口承や身体の研究を振り返ることで、前章
までのコンテクスト主義の史料学の到達点と将来展望を明らかにする。伝承母体論以降の戦後民俗学の総体
にとって、コンテクスト主義の前進は徐々に必然的なトレンドになっている。とはいえ face-to-face のミク
ロな場への議論の収束を避けるためには、場の多層的な把握が不可欠である。そのひとつの方向性として、
史料をめぐるテクストと場の関係を複雑化・重層化させていく読み書きの事例研究は有望な位置にある。ミ
クロな場に内在する媒体を契機としたコミュニケーションの質的変容、とりわけテクストを一次的な場から
逸脱させ二次的な場を生み出す動態（脱=再状況化）への注目がそれにあたる。 
 以上をうけ、本論文の結論はつぎのようにまとめられる。読み書きとは、何らかの知識や情報の伝達のた
めの間接的・二次的手段ではなく、あるコミュニケーションの場では、読み書きすることが、あるいは書か
れた文字が、はじめてテクストに現実的な意味をあたえるのである。ここでは従来見過ごされてきた読み書
きの“形式”面の特質が明瞭になる。ひとつは、文字テクストの意味生成の過程における視覚表現（文字表
記）のはたらきが介在することである。これはまた身体や音声といった、相互に異質な表現媒体どうしの関
係が生まれる契機でもある。もうひとつは、そのような媒体相互の関係をともなうがゆえに、場を離れたテ
クストの表現効果が封じられる傾向（状況依存性）が生まれることである。 
 この知見は、2つの角度から位置づけられる。第一に通時的視点によれば、上記の見解は、あくまで文字文
化の歴史的局面のひとつを指しており、庶民層の生活実践に読み書きが習俗化したステージを前提に、そこ
での読み書きの質的成熟を明らかにしたものである。ここでいう読み書き活動の習俗化とは、“私”的領域に
おける膨大な生活史料を生み出してきた最も重要な契機である。従来の文字文化・文書社会像は、近世のい
わゆる“識字率”の向上を前提にして文書主義と文字教育を位置付けつつ、中世、近世、近代と続く識字層
の量的拡大のひとつの段階を、村請制下の村に見出してきたといってよいが、多彩な習俗態としての“私”
的史料の実像はとうていそれに収束しない幅をもっている。このような文字文化の質的充実の画期は、18世
紀末～19世紀という時期に求めておくのが妥当である。 
 第二に共時的視点によれば、本論文の知見は、史料の機能に関する一種のステレオタイプを排し、あらた
なモデルを提示する点に意義がある。口頭伝承との対比による読み書き論では、その固定性や安定性が無批
判に前提とされ、書かれたものがそれ自体で完結したコミュニケーションを形作るものとみなされがちであ
る。この単純化された通説の背景には、文字化されたテクストがみずから“文字通り”の意味を伝達するこ
とを自明視する前提が横たわっている。だが現実には、文字化テクストの意味作用とはより複雑かつ状況依
存的な現象である。これまで文書伝達の特質と目されてきた脱状況化、つまり時と場をこえたメッセージ伝
達の安定性や固定性もまた、読み書きの本質的な属性というより、テクストの意味と場の関係のヴァリエー
ションと認識すべきなのである。対面のミクロな場への矮小化に陥らないコンテクスト主義の構想という、
今後の文字文化研究の新たな発展の方向性がここに予告されている。 
